
　高知県では、毎年「8020運動」事業の一つとして、80歳以上で

20本以上自身の歯が残っている方を審査し、表彰しています。

　今年度、香南市では審査の結果、２名の方が優良賞を受賞さ

れました。
～受賞者～

　三村   三和子さん(80歳)　歯の本数25本

入交   惟英さん(80歳)　歯の本数20本

　令和６年度「援護事業功労者厚生労働大臣表彰」

を香南市の竹村暢文さんが受賞されました。

竹村暢文さんは、多年にわたって戦傷病者、戦没者

遺族、引揚者等の援護事業に携わってこられました。

厚生労働大臣表彰受賞

令和６年度高知県いい歯の表彰「熟年者の部」

おめでとうございます

戦没者遺族援護功労

厚生労働大臣表彰

竹村 暢文さん（赤岡町）

入交  惟英さん
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いりまじり よしひで

１日２回の歯磨きと、寝る前に口腔洗

浄機でケアをしています。また必ず年

１回は歯科医院を受診しています。

スルメやピーナッツなどの硬いものを

自分の歯で美味しく食べているときに

歯があって良かったなと実感します。

で
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岸本の集落支援員に着任してから、早いもので1年が経ちました。

　集落支援員としてはまだまだ未熟ではございますが、着任前より住

民だったこともあり、岸本地区でのイベントや行事を通じ、地域の皆

さんとはさらに交流を深め、プライベートでも大変仲良くさせていた

だいております。

　春先の約1ヵ月間に及ぶ「かがみ花フェスタチューリップまつり」を通して、

地区の皆さんの岸本に対する熱い想いを知り、「岸本の為にもっとこうやりたい！」という地域

愛のもとで、すべての行事ごとがなりたっているのだなと再確認しました。

　そういう場面に支援員としての立場からも立ち会うことができ、岸

本のこれからの発展に少しでも尽力していきたいと思いました。

　また、毎月開催される活動を通して、気心の知れた方々との日々

の交流がこんなにも大切ということにも、改めて気付かされました。

　自らも参加することによって、岸本の皆さんの力の源を直に感じることができ、大変有意義

なものとなっていますし、毎回、大先輩方のいろんなお話を聞く中で、自らの人生の勉強もさせ

てもらっています。

　皆さんにはいつも大変お世話になっていて、そのご厚意には感謝の気持ちでいっぱいです。

日頃の感謝を忘れずに、岸本の皆さんがこれからも笑顔になれる“まちづくり”に、微力ながら

精進して参りたいと思います。

集落支援員１年目

眞野 由夏さん

詳細は「とさこく」
ホームページをご覧ください
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